
茶樹の
生育周期は…
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茶

に
な
る
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
に
萌
芽
が
始
ま

り
、
気
温
が
15
℃
に
な
る
10
月
下
旬
ま
で
生
育
し
ま

す
。
一
方
で
、
根
は
地
上
部
よ
り
早
い
３
月
上
旬
の

８
℃
～
12
月
上
旬
の
５
℃
ま
で
生
育
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

《
茶
樹
を
若
く
し
て
生
産
を
高
め
る
》

　

太
い
枝
か
ら
は
芽
の
生
育
も
良
く
、
品
質
・
収
量

と
も
に
良
い
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
細
い
枝
が
多
い

と
芽
は
小
さ
く
な
り
、
品
質
・
収
量
と
も
に
低
下
し

ま
す
。

樹
が
古
く
、
枝
が
細
く
、
さ
ら
に
葉
が
小
さ
い
茶
園

は
計
画
的
に
改
植
を
し
ま
し
ょ
う

《
生
産
安
定
の
た
め
の
土
づ
く
り
》

　

肥
料
の
保
肥
力
を
高
め
、
生
産
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
、
土
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

茶
園
共
進
会
な
ど
で
、
茶
樹
の
地
下
部
を
確
認
す

る
と
、
表
層
の
有
機
物
と
土
の
層
が
は
っ
き
り
分
か

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。極
端
な
場
合
は
、

有
機
物
と
土
の
間
が
加
湿
状
態
に
な
り
、
根
腐
れ
が

起
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
乗
用
管
理

機
を
使
う
茶
園
は
土
壌
が
硬
く
な
り
、
根
が
酸
欠
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、
作
業
性
の
問
題
な
ど
か
ら
、
深
耕
や
中
耕

を
行
っ
て
い
る
茶
園
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
土

壌
の
構
造
（
物
理
性
）
を
改
善
す
る
こ
と
で
根
の
生

育
に
適
し
た
環
境
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
間

の
管
理
計
画
を
立
て
る
中
で
、
８
月
中
旬
～
９
月
上

旬
の
深
耕
も
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

茶
樹
の
一
年
間
の
生
育
周
期
は
気
候
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
ま
す
が
、
地
上
部
と
地
下
部
が
交
互
に
生
長

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
茶
樹
の
生
理
か
ら
み
る

と
、
根
が
養
分
を
吸
収
し
そ
の
力
で
葉
が
生
長
し
ま

す
。
葉
の
炭
素
同
化
作
用
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
デ
ン

プ
ン
は
、
芽
へ
送
ら
れ
て
地
上
部
が
生
長
し
ま
す
。

葉
や
芽
が
動
い
て
い
る
間
は
、
根
の
生
長
は
ご
く
緩

や
か
で
、
芽
が
出
開
い
て
生
長
が
止
ま
る
と
デ
ン
プ

ン
は
根
に
送
ら
れ
、
発
根
や
根
の
伸
長
が
始
ま
り
ま

す
。

　

茶
樹
の
生
長
は
、
前
年
の
樹
勢
や
秋
冬
季
ま
で
に

蓄
積
さ
れ
た
栄
養
分
に
よ
り
左
右
さ
れ
ま
す
の
で
、

二
～
三
番
茶
以
降
は
翌
年
の
収
量
増
加
と
品
質
向
上

の
た
め
の
、
養
分
蓄
積
に
重
点
を
お
い
た
茶
園
管
理

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
温
度
で
見
る
と
、
地
上
部
は
気
温
が
10
℃
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